
古島校区コミュニティ協議会 意見交換会報告書 
開催日時 令和元年１１月２１日（木）１９時～２１時 

開催場所 島田公民館 

参加人数 ３１人（コミュニティ協議会役員、PTA役員、子ども会会長、農政区長、民生委員、環境美化巡視員、生活支援コーディネーターなど） 

内  容  

今回の意見交換会は、古島校区の特徴や課題の明確化・掘り起し・共有をし、またそれらのことに対し、校区コミュニティ協議会で何が

できるかを検討することを目的に、古島校区コミュニティ協議会において実施しました。参加者は３１名で、６班に分かれ、前年８月に実

施した「校区コミュニティに関するアンケート」の集計結果などをもとに意見を出し合いました。（ワークショップ形式） 

 

○ながれ 

・情報提供（アンケートの概要、結果説明） 

・意見交換：テーマ１「地域が抱える不安や困りごと」 

・意見交換：テーマ２「古島の自慢できるところ・魅力・大切にしたいこと」「こんな古島になってほしい、住みたい！」 

・全体発表 

 

班ごとに活発な意見交換がおこなわれました。出された意見はそれぞれ模造紙にまとめ、各班、会場の参加者に向けて発表し共有しまし

た。作成した模造紙には「楽しく安全な未来へ」「古島の現状と将来の夢」「確かな明日に」「地域の更なる活性化に向けて」「高齢者も住み

よいまち」と、古島校区の課題を捉えつつも、将来に向けて前向きなタイトルがつけられました。 

 アンケートや今回の意見交換会で出た意見については、校区コミュニティ協議会のそれぞれの部会で議論し、校区コミュニティ協議会で

どういった対策ができるか等、今後の古島校区コミュニティ協議会の事業や地域活動への反映を検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

▲出された意見をグループ毎
に分類。タイトルを考えます。 

▲各発表の様子 ▲タイトルや見出しを付けなが
ら、模造紙にまとめました 

▲様々な意見が飛び交いました 



 

意見交換会で出された意見の一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「困っている事」「不安・不満に感じている事」 「古島のいいところ・満足しているところ」「やってみたいこと」 

・校区に店がない  

・運転免許証の返納後の交通 

・コミバス「のらんの号」運行 

・行事に無関心な人が多い 

・外灯が少ない（学生など暗い中下校している） 

・防災組織や役割が明確ではない 

・子どもの遊ぶ場所が少ない 

・若い人の協力が少ない 

・世話人やボランティアが少なくなっている 

・少子高齢化 人口減 

・行政役員の人材不足 

・自然が多くのどか 

・人のつながりがよい 

（子どもたちも知っている、良く立ち話をされている 仲間意識が高

い 近所の方がお世話をしてくれる 協力してくれる） 

・子どもたちのあいさつが気持ちいい 

・コンサート、バスハイクが楽しかった 

・店が欲しい 

・スポーツ施設がほしい 

・空き家対策 

・環境美化（清掃活動など）継続してほしい 

・福祉バスの充実（筑後市全体を巡回、回数を増やす） 

・災害時に誰も逃げない→避難するよう啓蒙活動 防災意識の向上 

・無料学習教室 

・高齢者の集う場所づくり 

・高齢者の見守り体制の確立 

・コンサート、バスハイクは今後も継続してほしい 

・健康づくり 

・お年寄りとのふれあい 

・仲間づくりができる行事 


